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1. 緒言

現在,体液中の尿酸の測定には,主として還元法とウ

リカ-ゼ法 (酵素法) とが利用されている.1979年の

Collegeofamericanpatbologistsの Basicsurvey

(Tablel)によると,尿酸のiREJ定法 と して,リンタン

グステン酸還元法が多用されている.

テクニコンAutoAnalyzer(以下A.A.と略す)-Ⅰ

型による尿酸の測定法には,還元法のうちの N-13b法

が用いられており,著者 らはこの方法により測定を行な

ったが,感度が不 良であ った.また A.A.-Ⅰ 塾で

EDTA-ヒドラジン還元法を利用 した Patel法 (Fig.

1)を追試 したところ,ど-ク問の分離が悪 く,キャリ

ーオーバーが危倶された.

今回著者 らは,Patel法の再検討を行ない,Patel法

の一部を改変して健常者の血清尿酸値の測定を試み,揺

ば満足すべき結果を得た.その Patel変法 による成績

について報告する.

2.試薬および装置

2-I. 試薬

尿酸はMerckの特級を用い,他はすべて,市販の特

級試薬を使用 した.

尿酸保存標準液 (100mg/100ml):炭酸 リチ ウム60

mgを 100.Omlのメスフラスコにとり,約 50-60mlの

脱イオン水を加えて,60oCの恒温槽中で加温溶解する.

次に尿酸 100.0mgを加えて加温溶解 し,冷却 した後に

脱イオン水を加えて全量を 100.Omlとした.

尿酸使用標準液 :尿酸保存標準液を用いて,尿酸濃

度が3.0,6.0,9.0,12.0,15.0,20.0,25,0(mg/100

ml)となるように脱イオ ン水で希釈 した.

タングステン酸ナ トリウム溶液 (60g/100ml):タ ン

グステン酸ナ トリウム 600gを脱イオ ン水 に溶か して

1000mlとした.

EDTA･4ナ トリウム (5g/100ml):エチレンジア

ミン4酢酸-4ナ トリウム50gを脱イオン水に溶かして

1000mlとした.

EDTA-タングステン酸試薬 :60g/100mlタングス

テン酸ナ トリウム液と 5g/100mlEDTA ･4ナ トリウ

Table1. Themainmethodsfortiledeterminationofuricacid

phosphotungstate ReductionMethodt A"aunt霊 te"e.t:::h.d

uricaseMethod{ A"aunt::it:edt:::h.d

OxygenRateMethod

Iron Re d u c tion { A"auntou:ite" : t:: :hod

Bas ic s urvey(S e t A-A ),Coll e g e of a m er i can patholog i sts,

p.8, 1979.
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Fig.1.FlowdiagramofPatel'smethod

ム液とを3対 1の割合に混合する.

硫酸ヒドラジン試薬 (0.025g/100ml):硫酸ヒドラジ

ン250mgと酢酸ナ トリウム16.6gを脱イオン水で溶解

して,全量を1000mlとした.

リンタングステン酸試薬 :1000mlの丸底フラスコに

タングステン酸ナ トリウム 40g,蒸留水 300m1,1)ン酸

(85%オル トリン酸)32mlを加えて混和溶解 し,フラ

スコに還流冷却器を接合 して,約2･3時間おだやかに

煮沸する.室温になるまで放置した後,内容を義留水で

1000mlとした.ただし,リンタグステン酸試薬 (和光

自動分析用試薬)を代用 してもよい.

塩化ナ トリウム溶液 (0.9g/100ml):塩化ナ トリウ

ム 9gを脱イオン水に溶かして 1000mlとした.

水酸化ナ トリウム溶液 (0.1N):水酸化ナ トリウム

4gを脱イオン水に溶かして 1000mlとした.

2-2.装置

テクニコン社製のA.A.-Ⅰ型を使用 した.

3.測定方法の検討

3-1. 測定条件

Patel法による測定方法を検討 し,サンプ ラーのカ

ムを原法の (40-1/2)から (30-1/1)に変え,サンプル

ラインの空気の吸引チューブの内径 0.045インチ (Ⅰ),
および発色試薬ラインの空気 の吸引 チ ュー ブの内径

0.056インチ (Ⅱ)をそれぞれ 0.056,0.065インチに

変え,また,H3型ガラスフィッティングに接続させた

空気とサンプルのチューブの位置を逆にし,ウオーター

バスコイルを冷却器つきミキシングコイルに変えたフロ

-ダイアグラム (Fig.2)を利用すれば, ピーク問の

分離がよいことがわかった.この測定条件よって記録さ

れたフローチャー トを Fig.3に示 した.
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Table2. Recoveryrateofuricacidaddedtoserumandurine

No.

UricAcid UricAcid

lnSerum (mg/100ml)
Recovery

(mg/100ml)Added Found (%)

UricAcid UricAcid

lnurlne (mg/100ml)

(mg/100ml)Added Found

Recovery

rate
(%)
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9
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0
0
0
5
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4
4
4
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1
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4
8
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4
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1
1
1
1
2
2
2
2

0
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0
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5
5
5
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9
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3
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Table3. Precisionofuric:acid'analysis

upi;m:,C;S｡こて,serum l upi;mga,ciod霊 ,urine

Samp一el･Samp一e2･Samp一e 3.,Samp一e1.Samp一e2.Sample 3.
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Mean 5.49 6.65 8.35
S.D. 0.07 0.11 0.07

5.4 6.5 8.2

Range 5?6 6号8 8.54

C.V.(A) 1.35 1.62 0.84

4.79 8.98 24.89
0.06 0.15 0.07

4.7 8.8 24,8

4.f9 ,!1 25チ0

1.19 1.68 0.28

3-2. 希釈試験

尿中尿酸は高濃度のことが多いので,原尿を脱イオン

水で適当に希釈して測定試料とした.原尿を脱イオン水
で2-10倍に希釈した場合の測定値間の変化について検

討した結果,希釈倍数と測定値との間には,良好な直

線性が認められた.原尿は5倍に希釈することとした

(Fig.4).

3⊥3. 回収試験

プール血清に 5.0,10.0mg/100mlの尿酸を,また5

倍希釈した尿に5.0,10.0,20.0mg/100mlの尿酸を添加

した時の回収率について検討 した.血清では,100.0-

106.0%平均103.6%尿では,99.0-104.0%平均102.5

%であった (Table2).

3-4. 精度

血清および尿 (5倍希釈)の各3試料について,各々

10回連続測定した時の精度について検討した結果,変動

係数 (C.Ⅴ.)は血清では,0.84-1.62%平均1.27%,

尿では,0.28-1.68%平均1.05%であった (Table3).

3-5. 本法とTJAテスト (Wako)法による測定値間

の相関について

血清95試料と尿35試料につき,本法 (Patel変法)

とUAテス ト (Wako)法による測定値問の相関性 に
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Table4. Normalmeanvaluesofserumuricacid

Numbers
of

subjects

Mean(mg/100ml)

m｡1es巨 emales

KAGEYAMA etal

MIKKELSEN etal

GJORUP etal
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ALPER

CROuLEY
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ついて検討 した.血清では,r二-0.97,Y-1.03Ⅹ-

0.43(Fig.5),尿では,r-0.99,Y-1.06X-0.54

(Fig.6)であり,血清 ･尿試料とも良好 な相関性 が

認められた.

4.測定試料および結果

41 . 測定試料

岡山大学温泉研究所および岡山大学医学部附属病院三

朝分院に勤務する職員で,定期健康診断で異常を認めな

かった健常者68例,(男子29軋 女子 39例)の肘静脈

から採血 して得た血清を試料とした.

4-2. 測定結果

健常者の血清尿酸値は,男子は5.8±0.9mg/100ml,

女子は4.4士0.8mg/100mlで,男子が女子に比べて平
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均1･4mg/100ml高い値を示し,両者の問には,推計学

的に有意な差を認めた (Fig.7).

5.考按

現在,尿酸の測定法は,還元法から特異性の高い酵素

法に移行する趨勢にあるが,酵素法では測定条件がデリ

ケートで精度が十分でないなどの問題があるため,酵素

法を日常検査に使用する施設は少なく,一般の臨床検査

では還元法が多用されていることは,緒言に述べた如く

である.他方,試料処理数の増加に伴って,還元法を用

いたオ-トアナライザー法が広く行われ,同法による尿

酸測定の成績が報告 されている (CROWLEY1964,

BywATERS1964,PATEL1968,WHEAT1968).

著者らは,A.A.-Ⅰ型を用い,尿酸のオートアナラ

イザー法としては実用性があるといわれているPatel原

法に一部改良を加えた結果,テクニコンN-13b 法お

よび Patel原法に比べて,感度もピーク間の分離もと

もにすぐれており,また回収率 ･精度については,血清

･尿試料とも良好な成績を得ることができた.また,こ

の改良方法による尿酸の測定は UAテスト(Wako)法

と良好な相関を示した.

著者らが改良を加えた Patel変法は,A.A.-Ⅰ型に

よる尿酸測定法として,日常の臨床検査に十分利用でき

るものと思われる.

尿酸の測定値は,副定方法によって差があることが知

られており,BUcHANAN(1965)は,還元法は酵素法よ

り約0.5mg/100ml高値を示すと報告している.Table

4･に記載した血清尿酸正常平均値をみても,測定値は

各報告者によって差がみられるが,平均値では,男子の

方が女子より1-2mg/100ml高値を示す傾向にあるこ

とは各報告とも同様である.著者らがPatel変法によっ

て測定した健常者の血清尿酸値を,Table4.の測定値

と比較すると,北村ら (1966),CROWLEY(1964)が報

告している,オートアナライザー法による測定値とほぼ

一致した.

6.結語

AutoAnalyzer-Ⅰ 型を用いる尿酸測定法である

Patel法を検討し,次の結果を得た.

① Patel法のフローダイアグラムを改良し,サンプ

ラーのカムを (30-1/1),2カ所の空気の吸引チュ

ーブの内径を Ⅰ-0.056,Ⅱ-0.065インチに変え,

H3型ガラスフィッティング-の空気とサンプルの

接続位置を逆にし,冷却器つきミキシングコイルを

使用した結果,良好なフローチャ～トを得ることが

できた.

② 回収率は,血清で103.6%,尿で102.5%であり,

変動係数は,それぞれ1.27%,1.05%であった.

@ Patel変法とUA テスト (Wako)法との相関

は,血清 :r-0.97,Y-1.03Ⅹ-0.43,尿 :r-

0.99,Y-1.06Ⅹ-0.54と良好な相関が認め られ

た.

④ この改良した Patel変法を用いて,健常者68例

(男子29例,女子39例)の血清尿酸値を測定 した

結果,測定値は,男子 :5.8±0.9mg/100ml,女子

:4.4±0.8mg/100mlとなり,有意な性差が認めら

れた.
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Abstract:N13-bmethodfordeterminationof

uricacidbyAutoAnalyzer-Iwasproposedfrom

Teclmicon Corporation,butthesensitivityof

thismethodwasinsufncient.Accordingtothe

modi丘cationbyPatel,goodsensitivitywas

obtainedfordeterminingofuricacid,butinsu丘-

Cientseparationbetweenpeakswasaccompanied.

Togetgood separation,Patel′smethodwas

reexaminedbytheauthors,andtheresultswere

asfollows.

Su氏Cientseparationwasobtainedbymodifing

the負ow diagram ofPatel′smethod.Themean

recoveryratesofuricacidaddedtoserum and

urinewere103.6%and102.5%,andcoe氏cients

ofvariationwere1.27%and1.05%respectively.

Thecorrelationbetweenthismodi丘ed Patel's

methodandtheU.A.testWakomethodwas

recognized(serum :n-95,r-0.97,urine:n-

35,r-0.99).Accordingtoourmodi丘edmethod,

uricacidconcentrationinserum of68subjects,

were5.8±0.9mg/100mlin29malesand4.4±0.8

mg/100mlin39females.




